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巻頭言

OT　新たなるステージへ

　私は「新」が好きである。新しもの好きのミーハーとも受け取れるが、古い考え方や体制に
囚われず、新しいことに関心を持ち、受け入れ、効果があるかを自分自身で実証していくこと
が好きである。
　もちろん過去・現状の実績を分析し、十分比較する必要があるが、この点個人的には新しい
ものに浮かれすぎて上すべりする傾向が自分にあることは否めない。
　作業療法士になって間もない頃、近くに勤務していた先輩（実は現今寺顧問）から、まだ誰
もやったことがないことに挑戦してみろ！とよく説教された。勤務して 3年目で全国研修会で
の講義の任をいただいたときに、現生田顧問から指示された講演タイトルは「新しい移乗動作」。
これまで一般化されていない「新しい」ことに取り組むことの面白さを身近にいた先輩方から
教わった。
　当会は今年度より公益法人となった。これも新しい出発であり、公益法人化後初の石川県作
業療法学会では標記タイトルで私が学会長を務めさせていただいた。
　さて、今年の学会はどうであっただろうか。
　目標・目的を明確にして、動機づけを丁寧に拾い上げたアクティビティの選択が、治療効果
を上げるのに有効であるという結論の事例報告が多かったように思う。このことは、作業療法
の原点であると思われ、原点に立ち返ることによる新たなるステージが見えた気がした。
　また、目標・目的を明確にするプロセスにおいて、生活行為向上マネジメントを用いたこと
で有効性を発揮できた報告も目立った。
　それ以外では、社会背景等による特徴的なものとして、終末期の作業療法の効果や地域・在
宅と病院・施設との連携に関する発表が多かった。
　まとめて振り返ってみると、作業療法士として、現在〜これからの社会の動向にしっかり向
き合いながら、新たなステージへチャレンジできているように思う。
　そして、日ごろの臨床や研究を学会に向けてまとめ直し発表するという、あたりまえのよう
で、なかなかできないことに、演者として参加ただいた会員の皆様に敬意を表したい。

金沢福祉用具情報プラザ　安田　秀一
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編集後記
　2014 年，石川県作業療法士会が公益社団法人となりました．石川県，または全国に
向けより一層「公益」な仕事ができるよう，日々精進したいと思います．また第 23 回
の県学会では参加者が 200 人を超え学術的な盛り上がりもみせており，石川県の勢いを
感じております．
　さて今年も無事に本刊の発行に至りました．査読や編集にご協力頂いた皆様には心よ
り感謝申し上げます．県学会の盛況ぶりと比べるとやや寂しい投稿数となっております
が，内容は年々充実してきていると思います．あとは量…ですが，学術部としても会員
の皆様とよい論文の作成に向けてご協力は惜しみませんので，活発なご投稿をお待ちし
ております．
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